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東広島市には牛を育てている牛舎があり、その牛肉を郷

田保育所の給食で提供しています。そこで今回は、その牛

舎を見学させていただき、牛舎を経営している黒瀬拡商店

の平松さんにお話を聞かせていただきました。 

保育所の子ども達から預かったギモンに 
答えてもらいました！！ 

 
Q 牛は何を食べるの？ 
A 草やわら、穀類などを食べています。      
Q どんなところに住んでいるの？ 
A 牛舎の中です。     
Q 好きな遊びは？ 
A 牛同士でなめ合ったり、お互いかゆいところを角
でかきあったりしていますが、一番好きなことは食
べることです。     

Q クーラーなくて暑くないの？ 
A 牛は暑さにとても弱いので、大型の扇風機を 16
台くらいフル回転でかけています。寒さには強い
んですよ！     

Q 熱はどうやって計るの？ 
A 牛用の体温計を使っておしりで計ります。人より

2度くらい体温が高く、38度でも平熱です。     
Q 病気はするの？ 
A いろんな病気になります。特に風邪をひいて肺炎
になると死んでしまうこともあるので気をつけてい
ます。病気の時は、獣医さんに来てもらいます。     

Q どのくらいうんちをするの？ 
A 1日 9㎏のえさを食べるので同じくらいのうんち
をします。牛の健康管理で一番大事なので、よく
観察するようにしていますよ。   

 

牛の命を私たちが

いただくということ

を心にきざみ、牛の

慰霊碑を立て、見学

に来る子ども達にも

伝えています。 
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左の写真は、牛のうんちを発酵させて

肥料にしている様子です。 

この肥料を農家さんに使ってもらい、で

きた「わら」を牛のえさにしています。

「わら」も黒瀬町産です！ 

 

地産地消取材メモ 

牛の慰霊碑 

黒瀬の大地で、生後 

8か月～10か月の子牛

を自然の恵みと安全な

飼料で育てているそうで

す。２歳くらいで食肉に

なるそうです。 

 

平松さん 

調理員から、取材の報告を

しました！ 

 


